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村内６か所に避難所開設、村民 858 人が避難。

台風19号（令和元年10月 12～13日）被災状況
　猛烈な風雨を伴う大型で非常に強い台風19号は、長野県を含む東日本を中心に甚大な被害をもた
らした。
　高山村では、山田牧場の雨量観測計で、累加雨量は観測開始以降、最大となる 300ミリを超え、
平地でも 250ミリを超す降雨量となったことから、村内各地で河川や水路の氾濫、道路の損壊や農
地災害、家屋の床下浸水など、大きな被害が発生しました。被害総額は、概算で１億 9000 万円（ク
リーンピア千曲を除く）と見込まれています。農業関連の被害総額は、田畑法面の崩落、水路被害
など全部合わせますと 57か所で、5,250万円の見込みです。
　また、村内全域に避難所が開設され、午後６時20分避難指示（緊急）発令、午後８時45分警戒レ
ベル５に達し、避難指示（緊急）が再発令されました。

水田の畦畔の崩落により、倉庫に土砂が流入し堆積。

用水路の越水で村道に土砂が流出。

樋沢水路越水により倉庫敷地内浸水、水路一部損壊。
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台風19号（令和元年10月 12～13日）被災状況

　議員３名が避難情報、避難所関連についての質問でした。副村長の答弁は、今後、十分な検証を行
い年明け、出来るだけ早い時期に結果を公表するというものでした。残り１名は、農地等の復旧支援
策についての質問でした。産業振興課長の答弁は、来春の作付けに間に合うようにまた、農家の負担
を出来る限り軽減する支援策を検討するというものでした。
　今後の課題は「いかに災害に強い村づくりをしていくか」であり、議会としても議論を重ねていく
つもりです。村民の皆さんの協力をお願いします。

４名の議員が台風19号関連の一般質問を行う

山林からの土砂の流出や倒木等で恒久電気柵の損壊
５か所。

用水路が越水して法面崩落。

流木などが里山周辺まで流出、山林の適正な管理や
効果的な防災対策が必要。

豊野南志賀公園線八滝上での路肩崩落。仮説桟橋設
置工事が終了し11月19日より、大型車両も通行可能。
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12
月
定
例
会

　

令
和
元
年
12
月
定
例
会
は
５
日
か
ら
13
日
ま
で
の
９

日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
か
ら
提
出
さ
れ
た
案
件
は
承
認
１
件
、
一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
を
含
む
20
件
を
原
案
ど
お
り

可
決
。
議
員
発
議
の
意
見
書
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
５
名
が
登
壇
し
村
政
の
課
題
な
ど
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

即
決
議
案
１
件
（
全
員
賛
成
）

●
財
産
の
取
得
（
村
営
住
宅
）
に
つ
い
て　
　

　

山
田
保
育
園
跡
地
に
建
設
さ
れ
た
地
域
優
良
賃
貸

住
宅
木
造
１
棟
を
長
野
県
住
宅
供
給
公
社
よ
り
取
得

に
つ
い
て
承
認
し
た
。

承
認
１
件
（
全
員
賛
成
）

◦
専
決
処
分
し
た
台
風
19
号
の
被
害
に
対
す
る
災
害
復

旧
に
伴
う
測
量
設
計
費
等
の
追
加
を
承
認
し
た
。

（
５
３
３
６
万
円
４
千
円
）

一
般
会
計
（
第
８
号
、
第
９
号
）

及
び
特
別
会
計
補
正
予
算

（
全
員
賛
成
）

   

主
な
も
の

◦
台
風
19
号
に
よ
る
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
千
曲
災
害
復
旧
工
事

　

高
山
村
負
担
金	

（
８
４
６
８
万
３
千
円
）

◦
山
田
牧
場
ス
キ
ー
場
へ
の
冬
季
誘
客
支
援
事
業
補
助
金

	

（
３
０
０
万
円
）

一般会計補正予算追加
2987万 3000円

総額 43億 9105万円

新たに取得した村営住宅。
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条
例
の
新
設
及
び
一
部
改
正

高
山
村
総
合
計
画
基
本
構
想（
全
員
賛
成
）

◦
高
山
村
第
１
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
、
期
末

手
当
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例	

（
全
員
賛
成
）

◦
高
山
村
第
２
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例	

（
全
員
賛
成
）

◦
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例	

（
全
員
賛
成
）

◦
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措
置
の
適
正

化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

	

（
全
員
賛
成
）

◦
高
山
村
一
般
職
の
任
期
付
き
職
員
の
採
用
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例	

（
全
員
賛
成
）

◦
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例	

（
全
員
賛
成
）

◦
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
者
等
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例	
（
全
員
賛
成
）

◦
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例	

（
全
員
賛
成
）

長
野
市
若
里
１ｰ

５ｰ‌

26
長
野
保
険
医
会
館

　
　
　

長
野
県
保
険
医
協
会　

会
長　

宮
沢 

裕
夫

　

こ
の
陳
情
は
、
妊
娠
中
は
口
腔
衛
生
状
態
が
悪

化
し
や
す
く
な
り
、
む
し
歯
や
歯
周
病
が
進
み
や

す
く
な
る
こ
と
か
ら
、
歯
科
健
康
診
査
の
実
施
を

求
め
る
も
の
で
す
。

　

民
生
産
建
常
任
委
員
会
で
、
保
険
医
協
会
職
員

を
参
考
人
と
し
て
説
明
を
受
け
た
の
ち
、
全
員
賛

成
で
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
、
本
会
議
に
お

い
て
、
全
員
賛
成
で
採
択
し
ま
し
た
。

陳
情
者

妊
婦
を
対
象
と
し
た
歯
科
健
康
診
査
の
実
施
を

求
め
る
陳
情
書

◎
陳
情
第
４
号

陳     

情

◦
高
山
村
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例	

（
全
員
賛
成
）

◦
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
の
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例	

（
全
員
賛
成
）

◦
高
山
村
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例	

（
全
員
賛
成
）

山田牧場スキー場イベントに対する支援 300 万円決定。
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12月定例会 一般質問
12月定例会の一般質問は12月５日に開かれ、５名の議員が９の事項について質問を行いました。

頁 質問議員 質問事項 答　　弁

７頁 西條　 正純 メールやＳＮＳでも災害情報の発信を 防災メールなど情報媒体活用をしてい
きます

８頁 湯本 　辰雄

副食費の無料化を 小中と整合を取り検討していきたい

台風19 号の避難対応の検証は 2020 年早々にはまとめたい

９頁 柴田　 弘男

避難対応は今回の経験を教訓にして住
民をどう守るか

台風19 号の検証をして最善の方策を
講じる

残土処理場の確保は 残土処理場に隣接する山林を取得予定

10 頁 西原 　澄夫

台風19 号による田畑や森林の被害状況
と復旧について

農地57か所の被害総額は概算で5,250
万円の見込み

不動川　危険箇所の改修について
不動川は河川法の適用を受けない普通
河川の為、有利な補助事業が有りません

持続可能な高山村の農業について
新規就農者の確保等を最優先課題と
して取り組みます

11 頁 水谷 　　清 高山村の人口対策について 企業誘致や子育て支援の提案を元に
人口減対策に取り組みます

庁舎部屋に太陽光発電パネルを設置しました。 蓄電池システム。非常時、夜間等配電ができます。

環境に配慮し、災害時に対応した役場庁舎になりました
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２
４
１
人
の
津
波
犠
牲
者
を

出
し
た
釜
石
市
鵜
住
居
の
報

告
書
で
は
、「
防
災
セ
ン
タ
ー

が
避
難
場
所
で
は
な
い
の
に

訓
練
に
使
用
し
た
点
な
ど
が

多
く
の
犠
牲
を
生
ん
だ
要
因
」

と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
訓
練
は
、
心
に
余
裕

の
な
い
状
態
で
も
間
違
い
な

く
行
動
す
る
た
め
の
訓
練
で

質
問　

災
害
時
の
対
応
や
運

用
の
改
善
を
２
点
求
め
ま
す
。

①
屋
外
に
あ
る
防
災
無
線
は
、

雨
や
風
の
音
で
台
風
時
に
は

聞
き
取
れ
ま
せ
ん
。
区
長
や

民
生
児
童
委
員
を
は
じ
め
要

職
の
方
々
に
は
メ
ー
ル
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
伝
達

が
必
要
と
考
え
ま
す
。

②
東
日
本
大
地
震
で
、
推
定

各戸に設置している新型の防災通信受信機。これまでは無線でしたが、
新型はケーブル接続になり部屋を移動できません。受信機がない部屋
では情報が届きませんが、聞き逃し防止に録音機能があります。

津波被災当時の釜石市「鵜住居地区防災センター」。この建物は取り壊され、
一帯が「うのすまい・トモス」として整備されています。「東日本大震災の
記憶や教訓を将来に伝え、生きることの大切さや素晴らしさを感じ、憩い親
しめる場」として、複数の公共施設を配置した地域活動や観光交流のための
エリアで、被災８年目の今年３月オープン。

メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
災
害
情
報
の
発
信
を

答   

防
災
メ
ー
ル
な
ど
情
報
媒
体
活
用
を
し
て
い
き
ま
す

す
。
総
合
防
災
訓
練
で
本
来

の
避
難
場
所
を
使
う
こ
と
は
、

複
数
の
避
難
場
所
開
設
の
演

習
に
も
な
り
、
住
民
に
は
間

違
い
の
な
い
避
難
行
動
に
繋

が
り
、
行
政
・
村
民
ど
ち
ら

に
も
プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と
と

考
え
ま
す
。

答
弁
（
宮
本
総
務
課
長
）

①
老
朽
化
し
た
防
災
無
線
を

最
新
式
デ
ジ
タ
ル
無
線
に
更

新
中
で
、
戸
別
受
信
機
は
光

ケ
ー
ブ
ル
活
用
の
有
線
Ｆ
Ｍ

式
で
録
音
機
能
も
あ
り
聞
き

逃
し
を
防
止
で
き
ま
す
。
し

か
し
更
新
未
完
了
の
地
区
で

は
聞
き
取
り
に
く
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
早
急
の
全
世
帯

設
置
と
、
防
災
メ
ー
ル
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
情
報
媒
体
の
活
用

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
中
央
会
場
以
外
で
は
、
一

部
を
除
き
村
の
指
定
避
難
場

所
で
な
い
こ
と
を
十
分
説
明

し
、
災
害
時
に
は
指
定
避
難

所
へ
避
難
す
る
よ
う
周
知
し

て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
防
災

意
識
を
高
め
て
い
た
だ
け
る

よ
う
防
災
知
識
の
普
及
啓
発

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

再
質
問　

①
村
内
の
希
望
者

に
も
情
報
を
提
供
で
き
る
か
。

ま
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど

西 條  正 純  議 員

の
流
出
防
止
策
や
、
デ
マ·

誤
報
の
対
策
は
あ
る
の
か
。

②
総
合
防
災
訓
練
の
中
央
会

場
で
使
用
し
て
い
る
チ
ェ
ッ

ク
名
簿
を
、
地
区
会
場
で
も

使
用
で
き
な
い
か
。

答
弁　

①
今
回
は
村
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
だ
け
で
発
信
し
て

い
た
が
、
今
後
は
防
災
メ
ー

ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
を
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

登
録
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、

送
信
対
象
者
な
ど
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

②
中
央
会
場
は
村
が
用
意
し

た
名
簿
で
避
難
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
ま
す
が
、
地
区
会
場
分

も
と
な
る
と
全
村
民
の
リ
ス

ト
を
出
力
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
個
人
情
報
で
す
の

で
出
力
の
是
非
や
、
管
理
・

対
応
な
ど
課
題
と
し
て
ま
い

り
ま
す
。

一 般 質 問
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質
問　

本
村
発
足
以
来
の「
警

戒
レ
ベ
ル
５
の
避
難
指
示
情

報
」
が
発
令
さ
れ
、
村
内
6

か
所
で
８
５
８
人
が
避
難
さ

れ
た
。
今
回
の
教
訓
か
ら
、

今
後
の
た
め
に
検
証
が
必
要

で
す
。
今
後
検
証
作
業
を
行

う
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

令和元年台風第 19号避難指示に伴う避難所開設（ふるさとセンター）

園児食事の様子。

副
食
費
の
無
料
化
を

台
風
19
号
の
避
難
対
応
の
検
証
は

答   

小
中
と
整
合
を
取
り
検
討
し
て
い
き
た
い

答   

２
０
２
０
年
早
々
に
は
ま
と
め
た
い

質
問　

保
育
園
の

３
歳
以
上
の
保
育

料
無
償
化
が
始
ま

り
、
本
村
で
は
副

食
費
個
人
負
担
一
人
４
０
０

０
円
を
と
し
た
。
信
毎
で
は

県
内
で
副
食
費
全
額
負
担
は

30
市
町
村
と
伝
え
て
い
る
。

子
育
て
環
境
の
良
さ
を
ア

ピ
ー
ル
し
、
少
子
化
対
策
と

す
る
た
め
に
、
早
期
に
副
食

費
の
無
償
化
を
求
め
ま
す
。

答
弁
（
内
山
村
長
）

　

国
が
示
す
公
定
価
格
は
４

５
０
０
円
。
本
村
は
４
０
０

０
円
で
す
。
す
べ
て
の
土
曜

日
を
利
用
さ
れ
て
も
公
定
価

格
を
上
回
る
こ
と
が
な
い
。

小
中
学
校
の
給
食
費
を
一
部

公
費
負
担
し
て
い
る
の
で
、

整
合
性
を
図
り
、
中
長
期
的

な
村
財
政
を
ふ
ま
え
、
新
年

度
に
向
け
て
検
討
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

再
質
問　

無
償
化
を
取
り
入

れ
て
い
る
自
治
体
は
、
人
口

減
少
に
危
機
感
を
持
っ
て
い

ま
す
。
第
6
次
総
合
計
画
で
、

令
和
12
年
（
２
０
３
０
年
）

の
人
口
は
約
６
０
０
０
人
。

一
人
で
も
多
く
村
に
住
ん
で

い
た
だ
く
た
め
の
施
策
を
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

答
弁
（
内
山
村
長
）

　

保
育
料
の
無
償
化
だ
け
に

限
ら
ず
、
保
育
園
だ
け
で
な

く
小
中
学
校
と
の
整
合
性
を

取
っ
て
、
新
年
度
に
向
け
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

湯 本  辰 雄  議 員

答
弁
（
藤
沢
副
村
長
）

　

台
風
19
号
は
、
降
水
量
が
２

８
５
ミ
リ
を
記
録
、
家
屋
へ
の

床
下
浸
水
、
道
路
の
損
壊
、
農

地
災
害
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

台
風
は
大
型
と
い
う
こ
と

で
、
早
め
早
め
の
対
応
に
努
め

ま
し
た
。
緊
迫
し
た
状
況
の
中

で
避
難
所
の
設
営
は
、
今
ま

で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
こ

と
な
の
で
、
様
々
な
課
題
が

見
え
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
記
録
簿
の
整
理
、

区
長
か
ら
の
改
善
要
望
に
基

づ
き
、
年
内
に
は
概
ね
検
証

作
業
を
完
了
さ
せ
、来
年
早
々

に
は
報
告
書
を
ま
と
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
必
要
な
研
修
を
行

い
、
今
後
の
自
然
災
害
に
万

全
を
期
し
た
い
。

一 般 質 問
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い
、
情
報
無
線
が
聞
こ
え
な
い

と
の
声
が
あ
っ
た
。
今
後
こ
の

よ
う
な
事
態
の
時
、
職
員
は
今

回
の
経
験
を
教
訓
に
し
て
住

民
を
ど
う
守
る
の
か
。

答
弁
（
藤
沢
副
村
長
）

　

村
で
は
10
月
9
日
か
ら
課

長
会
議
を
開
き
台
風
接
近
に

備
え
て
、
備
品
の
点
検
、
土
嚢

や
各
施
設
を
休
館
に
し
第
27

回
村
民
体
育
祭
を
中
止
、
11
日

に
は
災
害
警
戒
本
部
を
立
ち

上
げ
、
翌
12
日
早
朝
全
職
員
を

非
常
招
集
し
、
全
庁
体
制
で

警
戒
配
備
に
あ
た
り
ま
し
た
。

10
時
56
分
自
主
避
難
所
設
置
、

16
時
30
分
警
戒
レ
ベ
ル
3
の

避
難
開
始
を
呼
び
か
け
、
17
時

55
分
警
戒
レ
ベ
ル
4
の
避
難

勧
告
発
令
、
20
時
45
分
警
戒
レ

ベ
ル
5
の
「
大
雨
特
別
警
報
」

命
を
守
る
た
め
の
最
善
の
行

動
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
い
か

に
村
民
の
皆
様
に
的
確
に
伝

え
る
か
、
今
回
の
台
風
災
害
を

教
訓
に
、
し
っ
か
り
と
検
証
し

村
民
の
命
を
守
る
最
善
の
方

策
を
講
じ
ま
す
。

質
問　

現
在
、
残
土
処
理
場

は
Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド
駐
車
場

北
側
で
す
が
、
こ
こ
数
年
残

土
投
入
量
が
多
く
処
理
場
が

飽
和
状
態
に
近
く
な
っ
て
い

る
よ
う
だ
が
、
村
で
は
新
た

な
用
地
の
検
討
を
し
て
い
る

の
か
。

答
弁
（
小
渕
建
設
水
道
課
長
）

　

平
成
20
年
4
月
か
ら
、
Ｙ

Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド
駐
車
場
北
側

に
取
得
し
た
山
林
を
土
捨
て

場
と
し
て
こ
れ
ま
で
11
年
間

に
わ
た
り
村
の
発
注
工
事
、

村
が
承
認
し
た
工
事
受
注
者

で
利
用
し
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
に
約
99
％
の
5
万
４

５
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
が
投

入
さ
れ
現
時
点
で
、
ほ
ぼ
満

杯
に
近
い
状
況
の
為
、
隣
接

質
問　

高
山
村
で
は
か
つ
て

な
い
豪
雨
、
初
め
て
と
な
る

避
難
勧
告
、
避
難
指
示
の
防

災
避
難
情
報
発
令
が
放
送
さ

れ
た
。
20
時
45
分
に
は
、
命

を
守
る
行
動
「
非
難
し
な
さ

い
」
と
強
い
口
調
で
放
送
が

あ
り
ま
し
た
。

　

夜
の
暗
い
中
行
動
す
る
の

は
危
険
で
し
た
。
避
難
所
は
照

明
が
明
る
く
眠
れ
な
い
、
寒

避
難
対
応
は
今
回
の
経
験
を
教
訓
に
し
て

住
民
を
ど
う
守
る
か

残
土
処
理
場
の
確
保
は

答   

台
風
19
号
の
検
証
を
し
て
最
善
の
方
策
を
講
じ
る

答   

残
土
処
理
場
に
隣
接
す
る
山
林
を
取
得
予
定

柴 田  弘 男  議 員

高山小学校に避難された皆さん。

す
る
新
た
な
山
林
の
取
得
予

定
地
５
８
５
平
方
メ
ー
ト
ル

を
土
捨
て
場
と
し
て
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
の
村
内
に
お
け
る
村

発
注
工
事
や
県
に
よ
る
砂
防

堰
堤
工
事
に
伴
う
残
土
処
理

量
を
考
慮
し
ま
す
と
、
現
在

の
残
土
処
理
場
で
は
手
狭
と

な
り
、
新
た
な
処
理
場
の
確

保
に
向
け
て
、
今
後
、
調
査
・

検
討
し
て
参
り
ま
す
。

飽和状態になった土捨て場。

一 般 質 問
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の
に
な
り
ま
す
が
、
適
用
と
な

ら
な
い
農
地
は
、
村
単
独
の
土

地
改
良
事
業
補
助
金
２
分
の

１
で
対
応
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
今
回
の
よ
う
な
大
規
模
災

害
に
よ
り
、
村
が
災
害
救
助
法

等
に
指
定
さ
れ
る
場
合
に
限

り
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、
通
常
の
補
助

率
に
一
定
の
か
さ
上
げ
を
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

質
問　

災
害
に
よ

り
、
農
家
の
負
担

が
増
え
て
、
作
付
け
さ
れ
な

い
田
畑
が
増
え
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
十
分
な
対
策
を
、

講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
弁
（
柴
田
産
業
振
興
課
長
）

　

今
回
の
台
風
災
害
に
つ
き

ま
し
て
は
、
被
害
の
範
囲
が
広

く
、
国
の
災
害
救
助
法
等
が
適

用
に
な
る
農
地
に
つ
き
ま
し

て
は
、
国
の
補
助
事
業
等
が
あ

り
、
地
元
負
担
金
は
少
額
な
も

台
風
19
号
に
よ
る
田
畑
や

森
林
の
被
害
状
況
と
復
旧
に
つ
い
て

不
動
川　

危
険
箇
所
の
改
修
に
つ
い
て

答   

農
地
57
か
所
の
被
害
総
額
は

概
算
で
５
，
２
５
０
万
円
の
見
込
み

答   

不
動
川
は
河
川
法
の
適
用
を
受
け
な
い
普
通
河
川
の
為
、

有
利
な
補
助
事
業
が
有
り
ま
せ
ん

西 原  澄 夫  議 員

水田の畦畔の崩落 21か所、畑、のり面の崩落 14
か所。

林道矢崎線の崩落で、農業用ため池に土砂流入（林
道の崩落等、林道湯沢線など 14か所）

道路横断部分が直径 1メートルのヒューム管。
流木や土砂が詰まることが懸念される。

下流に幅の狭いU字溝部分がある。豪雨のたび
に越水している。

質
問　

三
郷
区
を
流
れ
る
不

動
川
に
は
、
暗
渠
や
幅
の
狭

い
Ｕ
字
溝
な
ど
危
険
な
箇
所

が
数
多
く
存
在
し
ま
す
。

　

今
回
の
19
号
、
そ
れ
以
上

の
ス
ー
パ
ー
台
風
が
、
常
態

化
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

早
急
な
対
応
を
。

答
弁
（
小
渕
建
設
水
道
課
長
）

　

11
月
29
日
に
不
動
川
流
域

の
災
害
対
策
に
つ
い
て
、
県

林
務
課
、
建
設
事
務
所
と
現

地
踏
査
を
行
い
協
議
し
た
結

果
。

１
、
住
宅
に
被
害
を
及
ば
さ

な
い
よ
う
河
川
の
流
速
を
緩

や
か
に
す
る
た
め
の
構
造
変

更
が
必
要
で
あ
る
。

２
、
清
水
橋
付
近
の
治
山
え

ん
堤
に
つ
い
て
は
、
土
砂
の

堆
積
が
著
し
く
進
ん
だ
も
の

の
満
砂
に
な
っ
て
い
な
い
た

め
、
浚し
ゅ
ん
せ
つ渫
す
る
必
要
な
し
。

今
後
、
堆
積
が
進
み
付
近
の

雑
木
や
杉
が
枯
れ
、
流
出
が

懸
念
さ
れ
る
た
め
、
一
部
伐

採
の
必
要
あ
り
。

３
、
御
堂
地
籍
か
ら
の
土
石

流
に
対
し
て
は
砂
防
え
ん
堤

を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
も

の
の
、
宮
関
地
区
や
天
神
原

地
区
で
、
事
業
を
進
め
て
い

る
た
め
対
応
は
難
し
い
。
今

後
、
実
施
に
向
け
て
検
討
し

た
い
。

４
、
不
動
川
の
一
部
は
、
暗

渠
に
な
っ
て
お
り
、
流
木
や

土
石
な
ど
が
詰
り
、
河
川
の

氾
濫
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

今
後
、
県
を
は
じ
め
、
三

郷
区
や
耕
作
組
合
の
皆
さ
ん

と
。
危
険
箇
所
の
改
修
に
向

け
て
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一 般 質 問
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松本市は、いち早く子育て支援を条例化。

課
題
で
あ
り
ま
す
。
本
村
に

お
け
る
人
口
推
移
を
み
る
と

平
成
14
年
の
８
１
７
５
人
を

ピ
ー
ク
に
現
時
点
の
人
口
は

７
０
１
９
人
で
憂
慮
す
べ
き

事
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
村
と

し
て
「
結
婚
定
住
祝
金
」「
不

妊
治
療
費
助
成
」「
出
産
祝
金
」

質
問　

高
山
村
現
在
の
人
口

は
７
０
１
９
人
で
、
来
年
に

は
６
０
０
０
人
台
に
な
る
と

予
想
さ
れ
、
村
長
の
「
め
ざ

せ
８
０
０
０
人
の
村
づ
く
り
」

か
ら
は
か
な
り
厳
し
い
状
態

に
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に
於

い
て
各
自
治
体
が
企
業
誘
致

や
子
育
て
支
援
の
条
例
制
定

な
ど
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

村
長
の
言
わ
れ
る

人
口
増
加
の
対
策

は
ど
の
様
に
行
わ

れ
て
い
る
か
。

答
弁
（
内
山
村
長
）

　

人
口
減
少
問
題

は
我
が
国
に
と
っ

て
喫
緊
の
最
重
要

高山村の人口対策について

答   企業誘致や子育て支援の提案を元に
人口減対策に取り組みます

水 谷  　 清  議 員

「
乳
幼
児
家
庭
育
児
給
付
金
」

昨
年
か
ら
は
「
高
校
生
の
バ
ス

通
学
費
の
助
成
」、「
小
・
中
学

生
の
給
食
費
の
段
階
的
軽
減
」

な
ど
、
細
や
か
な
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
他
就
農
お
た
め
し

住
宅
を
２
棟
整
備
、
村
営
住
宅

38
棟
を
整
備
す
る
な
ど
人
口

減
少
の
抑
止
に
つ
と
め
て
い

ま
す
。
又
ご
質
問
の
「
子
育
て

支
援
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り

条
例
の
制
定
の
取
り
組
み
」
に

つ
い
て
は
本
村
の
子
育
て
支

援
の
理
念
と
が
っ
ち
し
て
お

り
、
現
在
条
例
の
制
定
は
考
え

て
お
り
ま
せ
ん
。

　

従
い
ま
し
て
、
議
員
か
ら

の
企
業
誘
致
や
子
育
て
支
援

の
提
案
を
元
に
先
進
事
例
な

ど
を
参
考
に
村
民
の
皆
さ
ん

の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
人

口
減
少
対
策
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

一 般 質 問
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総合計画基本構想審査特別委員会の様子。

ずっと住みたい　また訪 れたい　いいね信州高山
第６次高山村総合計画基本構想審査特別委員会報告

　

高
山
村
総
合
計
画
基
本
構
想
は
、
令
和
2
年
度
か
ら
10
年
間
、
高
山
村
が

目
指
す
村
づ
く
り
の
姿
と
そ
の
実
現
の
た
め
の
方
向
性
を
示
し
、
計
画
的
か

つ
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の
計
画
で
す
。

　

12
月
5
日
議
長
を
除
く
10
名
の
委
員
に
よ
る
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

委
員
長
に
酒
井
康
臣
、
副
委
員
長
に
西
原
澄
夫
委
員
を
選
出
し
、
2
日
間
に

わ
た
り
、
慎
重
に
審
査
を
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
一
部
で
は
あ
り
ま

す
が
、
報
告
い
た
し
ま
す
。

基
本
構
想
の
村
が
目
指
す
方
向

質
疑　

み
ら
い
会
議
は
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
た
の
か
。

答　

村
内
の
各
種
団
体
か
ら
81
名
で
構
成

さ
れ
、
こ
う
い
う
村
に
な
っ
た
ら
い
い
な
あ

等
の
意
見
を
積
み
重
ね
て
将
来
像
と
し
た
。

質
疑　

に
ぎ
わ
い
の
場
構
想
に
つ
い
て
、

村
長
は
、
職
員
に
ど
の
よ
う
に
話
し
て
い

る
の
か
。

答　

村
長
の
村
づ
く
り
の
一
つ
の
テ
ー
マ

で
あ
り
、
複
数
の
既
存
施
設
を
活
か
し
、

よ
り
長
く
村
内
に
滞
留
し
て
い
た
だ
く
仕

組
み
づ
く
り
で
あ
る
。

質
疑　

に
ぎ
わ
い
の
場
を
所
管
す
る
官
庁

や
規
制
・
補
助
制
度
は
あ
る
の
か
。

答　

特
に
所
管
省
庁
・
規
制
は
な
い
が
、

村
内
の
既
存
施
設
を
有
効
利
用
す
る
中
で

6
か
所
ほ
ど
の
拠
点
を
想
定
し
て
い
る
。

今
後
、
有
利
な
補
助
制
度
の
導
入
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
支
援
策
を
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。

活
力
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

産
業
の
む
ら

質
疑　

基
本
計
画
の
関
連
デ
ー
タ
に
ワ
イ

ン
用
ぶ
ど
う
は
あ
る
が
、
り
ん
ご
や
ぶ
ど

う
が
無
い
が
。

答　

こ
の
表
は
耕
作
放
棄
地
対
策
と
し

て
、
機
械
化
が
可
能
な
作
物
と
し
て
の
ワ

イ
ン
用
ぶ
ど
う
を
記
載
し
て
い
る
。

意
見　

奥
山
田
地
区
で
は
特
に
高
齢
化
が

激
し
く
、
耕
作
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

は
若
い
農
家
に
よ
る
法
人
化
は
必
要
。

質
疑　

果
樹
振
興
は
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
そ
の
他
野
菜
等
の
振
興
に
も
触
れ

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

り
ん
ご
・
ぶ
ど
う
以
外
に
つ
い
て
は
、

具
体
的
な
作
物
は
記
載
し
て
い
な
い
が
、

今
後
の
実
施
計
画
の
中
で
検
討
し
て
い
き

た
い
。

質
疑　

企
業
誘
致
に
可
能
な
工
場
用
地
は

現
在
あ
る
の
か
。

答　

日
滝
原
産
業
団
地
が
完
売
と
な
り
、

今
の
と
こ
ろ
具
体
的
な
候
補
地
は
無
い

が
、
大
き
な
工
場
だ
け
で
は
な
く
、
観
光

面
で
新
た
な
温
泉
旅
館
等
の
誘
致
等
も
含

め
、
高
山
ら
し
い
企
業
誘
致
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

意
見　

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
あ
る

が
、
ブ
ラ
ン
ド
化
の
表
現
が
曖
昧
で
わ
か

り
づ
ら
い
。

意
見　

税
金
等
の
支
払
方
法
も
キ
ャ
シ
ュ

レ
ス
決
済
に
し
た
ら
ど
う
か
。
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にぎわいの場検討委員会様子。現在は、牧場の活性化について審議。

にぎわいの場構想検討委員会は、伊香保グリーン牧場を視察。広大
な牧場の中から１頭の牧羊犬が全羊を観客席前に集める能力におど
ろきました。

ずっと住みたい　また訪 れたい　いいね信州高山

笑
顔
あ
ふ
れ
る

健
康
・
福
祉
の
む
ら

質
疑　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド
の
指
定
管
理
者

制
度
導
入
は
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
検
討
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
が
、
Ｙ

Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で

は
考
え
て
い
な
い
。

豊
か
な
自
然
と
共
生
す
る

安
全
・
快
適
な
む
ら

意
見　

雷
滝
の
駐
車
場
は
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
の
で
、
前
向
き
に
検
討
し
て
ほ
し

い
。

意
見　

公
共
交
通
網
の
再
編
に
つ
い
て
、

利
用
者
に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
た
ほ
う
が
良
い
。

意
見　

老
朽
化
し
使
用
に
耐
え
ら
れ
ず
、

放
置
さ
れ
た
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
検
討

す
べ
き
。

意
見　

女
性
消
防
団
員
の
確
保
等
に
つ
い

て
前
向
き
に
検
討
し
て
ほ
し
い
。

一
人
ひ
と
り
が
輝
く
教
育
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
む
ら

質
疑　

子
ど
も
の
塾
に
つ
い
て
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

答　

長
期
休
業
中
に
塾
に
行
か
な
い
子
ど

も
に
対
し
て
、
休
業
期
間
中
の
学
習
の
習

慣
づ
け
の
た
め
に
「
高
山
っ
子
学
力
向
上

サ
ポ
ー
ト
事
業
」
に
よ
り
、
有
資
格
者
が

授
業
形
式
に
よ
り
学
習
指
導
す
る
等
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

と
も
に
創
る
参
画
と
協
働
の
む
ら

質
疑　

地
域
リ
ー
ダ
ー
と
は
、
ど
う
い
う

人
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

答　

地
域
に
様
々
な
リ
ー
ダ
ー
が
お
ら
れ

る
と
思
っ
て
お
り
、
地
域
で
声
を
上
げ
て

く
れ
る
人
な
ど
を
育
成
し
て
い
き
た
い
。

質
疑　

男
女
共
同
参
画
等
、
男
女
の
表
現

の
み
で
な
く
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
者
に

配
慮
し
た
表
現
に
し
て
は
ど
う
か
。

答　

基
本
計
画
の
中
で
表
現
を
変
更
す
る

こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
検
討
し
て
い
き
た

い
。
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議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
だ
よ
り

　

下
伊
那
郡
阿
智
村　

前
村

長
岡
庭
一
雄
氏
を
講
師
に
お

招
き
し
、
第
２
回
目
の
「
地

方
自
治
・
連
続
公
開
講
座
」

が
「
住
民
が
主
人
公
の
村
づ

く
り
を
」
と
題
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
ま
し
た
村
民
の

皆
様
に
は
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

私
た
ち
人
間
は
、
一
人
で

生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
ず
、

縄
文
時
代
以
前
か
ら
集
団
を

形
成
し
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
明
治
維
新
前
ま
で
の

「
自
治
」
は
、
寄
り
合
い
に
お

け
る
徹
底
的
な
話
し
合
い
に

よ
り
暮
ら
し
を
守
る
「
相
互

扶
助
組
織
」と
し
て
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

地
方
公
共
団
体
の
市
町
村

を
自
治
体
と
も
呼
び
ま
す
。「
自
治
」
は

言
葉
が
示
す
よ
う
に
、
自
ら
治
め
る
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
地
域
の
課
題
を
住
民
が

直
接
的
に
解
決
す
る
た
め
に
行
動
す
る
こ

と
が
原
点
で
あ
り
ま
す
が
、
小
さ
な
集
落

の
集
合
体
が
村
と
い
う
現
代
で
は
、
村
長

や
議
員
を
選
ん
で
自
治
を
代
行
さ
せ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
が
主
人
公
の
村
を
目
指
し
て
実
践

を
し
て
こ
ら
れ
た
講
師
の
お
話
を
お
聞
き

し
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
酒
井
康
臣
）

第
一
回
議
会
報
モ
ニ
タ
ー
連
絡
会
議
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

２
期
連
続
定
数
割
れ
、
女
性
議
員
が
い

な
い
等
の
問
題
解
決
の
た
め
、
議
会
活
性

化
特
別
委
員
会
を
立
ち
上
げ
議
員
の
成
り

手
不
足
の
原
因
を
探
っ
て
き
ま
し
た
と
こ

ろ
、
様
々
な
要
因
が
浮
か
び
あ

げ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一
つ

と
し
て
、
議
会
は
何
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
？
ど
ん
な
活
動
を
し

て
い
る
の
？
の
よ
う
に
、
議
会

活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
努
力
が

足
り
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
議

会
報
モ
ニ
タ
ー
を
お
願
い
い
た

し
ま
し
た
。

　

モ
ニ
タ
ー
に
６
名
（
女
性
４

名
・
男
性
２
名
）
の
皆
様
に
就

任
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
２
年
間
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

第
一
回
会
議
は
、
11
月
６
日

役
場
会
議
室
で
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　

初
め
て
の
会
議
に
も
関
わ
ら

ず
活
発
な
意
見
交
換
が
で
き
大

変
有
意
義
な
会
議
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
モ
ニ
タ
ー
の

皆
様
の
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
村
民

の
皆
様
に
親
し
ま
れ
、
よ
り
多
く
読
ん
で

い
た
だ
け
る
議
会
報
を
目
指
し
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
。　
　
　
　
　

   （
酒
井
康
臣
）
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元
産
経
新
聞
論
説
委
員
が

世
界
情
勢
を
か
た
る

令
和
元
年
度

須
高
市
町
村
議
会
議
員
研
修
交
流
会

　

去
る
11
月
14
日
小
布
施
町
公
民
館
講
堂

に
お
い
て
、
須
坂
市
、
小
布
施
町
、
高
山

村
の
議
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
産
経
新
聞
客
員
論
説
委
員
千
野

境
子
氏
を
講
師
に
「
戦
後
国
際
秩
序
の
終

わ
り
と
日
本
の
選
択
」
と
題
し
て
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
中
海
の
島
国
マ
ル
タ
で
米
国
の
レ
ー

ガ
ン
大
統
領
と
ソ
連
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
書

記
長
が
会
談
、
東
西
冷
戦
が
終
焉
し
、
同

時
に
日
本
は
、
平
成
と
い
う
年
号
に
な
り

新
し
い
世
界
が
始
ま
り
ま
し
た
。
以
降
リ

ベ
ラ
ル
（
自
由
）
な
戦
後
国
際
秩
序
を
主

導
し
た
の
が
ア
メ
リ
カ
で
、
国
際
協
調
、

国
連
、自
由
貿
易
、経
済
連
携
、民
主
主
義
、

人
権
、
法
の
支
配
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
を
け
ん
引
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
、
世
界
で

は
今
ま
で
と
違
う
こ
と
が
起
き
て
い
る
。

色
々
な
と
こ
ろ
で
き
し
み
が
出
て
い
る
。

中
国
の
経
済
・
軍
事
大
国
化
、
ア
メ
リ
カ

の
ト
ラ
ン
プ
現
象
、
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
問

題
な
ど
、
貿
易
競
争
か
ら
覇
権
競
争
に
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
ス
ー
パ
ー
台
風
が
恒
常
化
し
、

天
災
が
忘
れ
な
い
う
ち
に
や
っ
て
来
て
、

イ
ン
フ
ラ
に
も
が
た
が
出
始
め
て
い
る
。

　

令
和
に
な
り
島
国
日
本
の
選
択
は
、
ア

メ
リ
カ
の
た
め
に
何
か
を
す
る
の
で
は
な

く
、
永
遠
の
国
益
を
求
め
国
際
秩
序
ル
ー

ル
メ
ー
カ
ー
に
な
る
こ
と
と
結
ば
れ
ま
し

た
。

　

今
ま
で
私
た
ち
は
、
世
界
の
中
で
の
日

本
と
し
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
等
、
あ
ま
り

考
え
な
い
で
来
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
、
令
和
の
時
代
が
始
ま
る
に
あ
た
り
、

議
会
と
し
て
も
広
い
目
を
持
ち
新
し
い
時

代
に
対
応
で
き
る
議
会
活
動
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。　
　
　
　
　
　

  　
（
酒
井
康
臣
）
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室む
ろ
ば
や
し

林　
　

治
お
さ
む

は
良
い
の
で
す
が
、
自
分
の
力

不
足
を
痛
感
す
る
こ
と
が
多
く
、

実
際
の
と
こ
ろ
は
き
ち
ん
と
対

応
で
き
て
い
る
こ
と
の
方
が
少

な
い
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し

て
い
ま
す
。
診
療
の
質
を
改
善

し
、
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
２
０
１
８
年
よ
り

専
門
医
制
度
が
変
わ
り
、
私
の

専
門
領
域
は
一
応
の
と
こ
ろ
「
総

合
診
療
医
」
と
言
う
こ
と
に
な

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
は
別
の
機
会

に
お
話
し
で
き
れ
ば
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
朝
、
高
山
村
の

山
並
み
を
眺
め
な
が

ら
出
勤
し
て
い
る
の

で
す
が
、
１
日
と
し

て
同
じ
景
色
が
な

く
密
か
な
楽
し
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。
１

年
通
し
て
美
し
く
、

新
緑
、
紅
葉
の
峰
走

り
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
12
月

以
降
は
山
田
牧
場
方

面
を
眺
め
な
が
ら
雪

景
色
の
移
り
変
わ
り

を
（
降
雪
量
を
気
に

し
な
が
ら
も
）
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

　

４
～
５
月
に
は
沿

道
の
桜
が
美
し
く
、
初
夏
に
は

季
節
の
花
々
が
入
れ
か
わ
り
立

ち
か
わ
り
咲
き
、
夏
の
終
わ
り

頃
か
ら
は
沿
道
の
り
ん
ご
、
ぶ

ど
う
が
目
に
と
ま
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
真
っ
赤
に
色
づ
い

た
り
ん
ご
を
見
る
に
つ
け
、
秋

の
深
ま
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
仕
事
帰
り
に
は
、

北
信
の
山
々
を
背
景
に
、
善
光

寺
平
が
一
望
で
き
る
景
色
が
素

晴
ら
し
く
、
車
を
止
め
て
写
真

を
撮
る
こ
と
も
度
々
あ
り
ま
し

た
。

　

２
０
１
９
年
４
月
よ
り
高
山

診
療
所
で
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
室
林
と
申
し
ま
す
。
着

任
し
て
数
ヶ
月
経
ち
ま
し
た
が

ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
も

多
く
、
村
民
の
み
な
さ
ん
、
よ
り

よ
い
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

よ
く
「
専
門
は
な
ん
で
す

か
？
」
と
聞
か
れ
る
の
で
す
が
、

「
特
に
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
つ
も

答
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
な

ん
で
も
診
る
と
い
う
と
聞
こ
え

★★

わ
た
し
の

声

　

昨
年
は
一
言
で
言
う
と
自
然

災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
思
い
知
ら

さ
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
当

村
も
初
め
て
避
難
勧
告
が
だ
さ

れ
住
民
の
不
安
の
声
や
、
避
難

所
の
寒
さ
な
ど
の
不
満
も
聞
こ

え
て
来
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

状
況
は
今
後
の
対
策
に
十
分
生

か
し
て
い
く
事
が
大
事
で
す
。

又
県
と
し
て
も
千
曲
川
堤
防
決

壊
で
の
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

多
く
の
被
害
者
へ
の
手
厚
い
充

分
な
支
援
を
願
う
も
の
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
災
害
を
教
訓
と
し

て
県
と
も
ど
も
強
靭
な
村
づ
く

り
に
住
民
の
皆
様
の
声
を
お
聞

き
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
が
皆
様
に
と
っ
て
良
い

年
に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申

し
あ
げ
ま
す
。　
　
　
（
水
谷
清
）

室林先生と診療所スタッフの皆様。

☆ 
住
民
の
健
康
を
守
り
ま
す

高
山
診
療
所
の
新
ド
ク
タ
ー 

☆
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村
に
住
ん
で
い
れ
ば
あ
た
り

ま
え
の
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
日
常
の
風
景
の
中
で

季
節
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
、
ど
こ
を
み
て
も
イ
ン
ス

タ
映
え
す
る
景
色
が
飛
び
込
ん

で
く
る
の
は
、
大
変
贅
沢
な
こ

と
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
こ
の
贅
沢
さ
を
満
喫
し
つ

つ
、
こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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